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＜連絡事項＞
・特記事項なし。

＜入室状況＞
・特記事項なし。

＜患者様連絡事項＞
・中村　豊様～本日フルデカシン（25））2V右臀部に筋注施行している。次回6/24（水）左臀部実施予定。

＜要注目患者様＞	
・井上　和美様～自身の靴を詰所に持参して「あいつに水かけられた」と特定男性患者様への被害妄想を訴える。処方薬に対する拘りも目立っている。	粗暴性、対人トラブルに注意していく必要あり。					
[bookmark: _GoBack]・齊藤 恒男様～作業療法中、他患者様の発言に指摘して口論になることあり介入要す。また、他患者様に自身のお菓子をあげようとする場面がみられている。	対人トラブル、暴力行為の発生に注意して看ていく必要あり。										
＜小栁Dr診察情報＞
・山谷　由香様～診察にて開口一番に「体重が減りません」と話す。主治医よ
り氷の使用について問われると「4～5回はやってみます」と自主的に話す。引き続き体重管理を意識していくよう指示・指導あり。

・西舘　ミネ様～診察にて「施設は嫌じゃないけど…お金が心配。入れるとこ
ないでしょ」と話す。表情にもゆとりがあり、対応も落ち着いている。便秘傾向であることから、適宜浣腸を施行し排便コントロールをするよう指示あり。

・関口　莉那様～診察にて「もう少しで退院だと思ったら嬉しくて」と笑顔。今まで出来なかったゲームをしたい、就活したいと話す。退院時処方として不眠時薬、減酒薬（セリンクロ）を処方して頂く予定。また本人より採血結果を知りたいとの訴えあり主治医より説明して頂き、退院後も食生活に気をつけるよう助言を受けている。

・川村　貞子様～診察にて「夜眠れなくて…頓服も効かない。右足首周辺と肩が痛い」との訴えあり。眠剤に関しては増薬を悩む言動もある。ジクトルテープを7枚処方して頂き、半量を足と肩に貼付するよう指示あり。

＜柞木田Dr診察情報＞
・和田　シュン様～胸痛や幻聴もなく経過。便秘時レシカルボン坐剤は中止とし、排便が無い時はセンノシド2T服用して経過を看るよう指示あり。

・上村　みわ様～「手術はしない」と笑顔で話されている。嚥下機能低下が目立っていることから、誤嚥に注意して看ていくよう指示あり。

・十日市　由紀子様～「今、頭痛が起きています。あと、前回の診察で私の病名についてなんておっしゃってましたか？」と確認あり。双極性感情障害であることの説明を受け、納得はされている。また持参のインスリン（ランタスXRの使用期限は2027年2月だが、次回受診の際に使用量を確認していくこととした。（主治医より情報提供書内に記載予定）

・中居　敬悦様～今回の筋注が「痛かった、何となく眩暈がして具合が悪かっ
た」と話す。6月の外出許可が下りた件を伝えると、安心した表情をされている。新たな指示なし。

・若菜　登様～問題なく過ごしていることを報告される。新たな指示なし。

	・藤井　純子様～初日に叫んでいる人がいて、東と変わらないかなと思ったが4階で静
かに過ごしていることを話している。1人部屋なので自由がきくけどガー
ルズトークができないのが寂しいと話す。芍薬甘草湯は頓服、肩こりに葛根湯の処方を検討することとなる。退院後の生活について、ある程度の暑さは耐えるしかないとの言動もあるが、病状悪化につながる危険性が強いことを主治医より指摘されている。友人の誕生日が過ぎて応援券がでたので、銀だこハイボールで飲もうと思っているが死にたい気持ちは継続している。行動化をしないよう、セーフティーボックスを考えてみるよう指導される。タベジール錠（1）2Ｔ朝・夕食後処方、引き続き自殺企図に留意するよう指示あり。

・出河　攻様～本日の体調不良について、長くは続かなかったようだが立位の際に眩暈がしたと話される。便秘傾向であり、便秘時に独語症状が強くなっている印象。本日臨時薬にてアミティーザ増量、酸化マグネシウムが追加処方となる。また下痢時適宜調整可の指示あり。

・中村　徳子様～精神症状に大きな変動はないが、突然冬物を捨てる行動等がみられ、主治医より指導していただく。新たな指示なし。
	






